
昔

新ラウンジには、
４つのエリアがあ
ります。

空間を組み合わ
せて使えます。

1980年に建て
られたグリーン
ホール。

おしゃれでくつ
ろげる空間に。

テーブルやフロ
アチェアも一新。

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
は
、「
学
生
の
憩
い
の
場
」

と
し
て
１
９
８
０
年
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
２
階
に
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ
は
、

当
時
、
学
内
で
最
も
モ
ダ
ン
な
場
所

と
し
て
学
生
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
的
に
暗
く
古
め
か
し
い
印

象
と
な
っ
た
た
め
、
内
装
、
什
器
、

設
備
を
一
新
し
、学
生
が
学
修
、交
流
、

課
外
活
動
等
で
自
由
に
利
用
で
き
る

『
お
し
ゃ
れ
な
多
目
的
空
間
』
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

新
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
４
つ
の
エ
リ
ア

が
あ
り
ま
す
。

『
ラ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
』
は
、
組
み

合
わ
せ
次
第
で
少
人
数
か
ら
ゼ
ミ
単

位
、
ク
ラ
ブ
単
位
で
の
活
動
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
変
形
ひ
し
形
の
机

を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
や
イ
ベ
ン
ト

等
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
最
新
の
Ａ

Ｖ
機
器
も
完
備
し
ま
し
た
。
明
る
い

室
内
で
も
は
っ
き
り
と
画
像
を
映
し

出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
は
、
自
分

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
Wi‒

Fi
を
利
用
し
て
、
直
接
ス
ク

リ
ー
ン
へ
画
像
を
投
影
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

『
ラ
ウ
ン
ジ
エ
リ
ア
』
に
は
、
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

『
学
び
』×

『
憩
い
』
が
融
合
し
た
滞
在
型
コ
モ
ン
ズ
が

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
誕
生
！

せ
る
よ
う
、
様
々
な
形
の
椅
子
を
配

置
し
ま
し
た
。
新
た
に
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
も

オ
ー
プ
ン
し
、
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
や
ス
ム
ー
ジ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
パ
ン
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
学

生
は
そ
の
日
の
気
分
に
合
っ
た
席
で
、

の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
ま
す
。

『
テ
ラ
ス
エ
リ
ア
』
は
、
緑
と
風
を

感
じ
ら
れ
る
屋
外
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

春
は
満
開
の
桜
を
、
秋
に
は
紅
葉
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
ラ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
』『
ラ
ウ
ン

ジ
エ
リ
ア
』『
テ
ラ
ス
エ
リ
ア
』
を
ゆ

る
く
結
び
つ
け
る
『
コ
ネ
ク
ト
エ
リ

ア
』
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
窓
を
半
径
に
、

室
内
と
テ
ラ
ス
が
楕
円
で
融
合
す
る

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

集
中
し
て
物
事
を
考
え
た
い
と
い

う
方
の
た
め
に
、
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー

席
（
11
席
）
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
６
席
に
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。
各
席
に
は
充
電
用

電
源
も
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ

ー
席
は
人
気
が
あ
り
、
常
に
満
席
状

態
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
跡
見
に
は
な
か
っ
た

雰
囲
気
と
な
る
よ
う
に
作
り
ま
し
た
。

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
お
越
し
の
際

は
、
新
し
く
な
っ
た
ラ
ウ
ン
ジ
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

地蔵岳山頂より小沼を望む。

尾瀬ヶ原より至仏山を望む。

中
学
２
年
生
が
、
２
泊
３
日
〔
第

１
コ
ー
ス
：
６
月
１
日
（
土
）〜
３

日
（
月
）、第
２
コ
ー
ス
：
６
月
３
日

（
月
）〜
５
日（
水
）〕で
、奥
日
光
自
然

教
室
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
赤
城
山
へ
の
登
山
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
地
蔵
岳
山
頂
か
ら

見
る
小
沼
の
風
景
は
格
別
で
し
た
。

下
山
後
、小
沼
湖
畔
で
昼
食
を
と
り
、

小
沼
散
策
路
か
ら
鳥
居
峠
を
経
由
し

覚
満
淵
を
散
策
し
ま
し
た
。宿
舎
は
、

長
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
丸
沼
温

泉
環
湖
荘
。
希
望
者
は
、
鱒
釣
り
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
日
本
最
大
の
高
層
湿

原
、
尾
瀬
ヶ
原
ハ
イ
キ
ン
グ
。
鳩
待

峠
か
ら
山
ノ
鼻
へ
向
か
い
、
山
ノ
鼻

か
ら
班
別
行
動
で
見
晴
小
屋
ま
た
は

龍
宮
小
屋
を
目
指
し
、
山
ノ
鼻
に
再

集
合
。
２
日
目
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

至
仏
山
・
燧
ヶ
岳
の
美
し
さ
を
堪
能

す
る
と
と
も
に
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
可
憐
さ
に
心
を
癒

や
さ
れ
な
が
ら
、
最
長
約
18
・
６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
踏
破
し
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
戦
場
ヶ
原
散
策
。
湯

滝
を
ス
タ
ー
ト
し
、
泉
門
池
を
経
由

し
、
竜
頭
ノ
滝
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
、

滝
の
威
容
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も

に
、
男
体
山
を
堪
能
で
き
る
コ
ー
ス

を
踏
破
し
ま
し
た
。

今
後
、
美
し
い
自
然
と
出
会
っ
た

感
動
を
俳
画
集
と
し
て
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
自
然
教
室
を
通
じ
て
生
ま

れ
た
問
い
を
夏
休
み
に
探
究
し
、
そ

の
成
果
を
発
表
す
る
活
動
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。

奥
日
光
自
然
教
室
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
！

文京区立森鷗外記念館 HP
https://moriogai-kinenkan.jp/
TEL. 03-3824-5511（担当：上岡）

跡
見
学
園
の
山
崎
一
穎
理
事
長

が
、
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
開
館

を
記
念
し
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

国
内
き
っ
て
の
森
鷗
外
研
究
家
で

あ
る
山
崎
理
事
長
が
「
諡
、
元
号
、

即
位
式―

鷗
外
の
嘆
き
」
と
題
し
て

語
り
ま
す
。

記
念
館
に
直
接
お
申
し
込
み
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

参
加
費
、
定
員
有
／
要
申
込

※

詳
細
は
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
崎
一
穎
理
事
長

講
演
会
の
ご
案
内

内
容
：

日
時
：

会
場
：

主
催
：

協
力
：

文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館

開
館
記
念
講
演
会

令
和
元
年
11
月
24
日
（
日
）

14
時
〜
16
時

跡
見
学
園

跡
見
李
子
記
念
講
堂

文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館

跡
見
学
園

お
く
り
な

こ
の

か
く
ま
ん
ぶ
ち

み
は
ら
し

り
ゅ
う
ぐ
う

し
ぶ
つ
さ
ん

ひ
う
ち

い
ず
み
や
ど
い
け

な
ん
た
い
さ
ん
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